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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は，詳細な観察に基づき提案したストライエーション形成機構モデルと簡便な材料試験

法を用いた疲労き裂伝ぱばらつきに関する実験結果から，動的ひずみ時効によってモードⅠ型伝

ぱ形態が形成し易くなることにより，疲労き裂伝ぱ特性が改善できる可能性を示したものである．

著者が示した成果は，機械工学上価値ある業績であることを認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


